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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉄 骨 部 材 と 、 こ の 鉄 骨 部 材 の 両 外 側 に 設 け ら れ た 木 質 部 材 と 、 鉄 骨 部 材 と 木 質 部 材 を 固  
定 す る た め の 固 定 部 材 を 備 え る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 で あ っ て 、
　 固 定 部 材 は 、 頭 部 と ね じ 部 を 有 す る 棒 状 体 で あ り 、 頭 部 は 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 配 置  
さ れ 、 ね じ 部 は 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね じ 込 ま  
れ て お り 、
  鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 と 木 質 部 材 と の 間 に 設 け ら れ る と と も に 、 固 定 部 材 の ね じ 部 が 挿  
通 す る 座 金 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 頭 部 が 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 が 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 他 方  
の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね じ 込 ま れ て い る 固 定 部 材 と 、 頭 部 が 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側  
に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 が 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね  
じ 込 ま れ て い る 固 定 部 材 が 、 鉄 骨 部 材 の 延 在 方 向 に 互 い 違 い に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 鉄 骨 部 材 は ウ ェ ブ と 上 下 フ ラ ン ジ を 有 す る Ｈ 形 鋼 で あ り 、 木 質 部 材 は ウ ェ ブ の 一 方 の 外  
側 に 沿 っ た 面 と 、 上 フ ラ ン ジ の 一 方 と 下 フ ラ ン ジ の 一 方 を 挿 入 す る た め の 溝 を 有 す る 矩 形  
断 面 の 第 一 木 質 部 材 と 、 ウ ェ ブ の 他 方 の 外 側 に 沿 っ た 面 と 、 上 フ ラ ン ジ の 他 方 と 下 フ ラ ン  
ジ の 他 方 を 挿 入 す る た め の 溝 を 有 す る 矩 形 断 面 の 第 二 木 質 部 材 か ら な り 、 第 一 木 質 部 材 と  

請求項の数　4　（全11頁）
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第 二 木 質 部 材 は 上 フ ラ ン ジ の 上 方 お よ び 下 フ ラ ン ジ の 下 方 で 密 着 し て い る こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 木 質 部 材 を 配 置 し た 後 、 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 か ら 固 定 部 材 を  
鉄 骨 部 材 の 貫 通 穴 に 挿 入 し 、 木 質 部 材 に ね じ 込 む こ と を 特 徴 と す る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材  
の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 木 質 部 材 と 鉄 骨 部 材 か ら な る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関  
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 木 質 部 材 と 鉄 骨 部 材 か ら な る 部 材 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ ～ ３ に 記 載 の も の が  
知 ら れ て い る 。 特 許 文 献 １ は 、 鉄 骨 部 材 の 周 囲 に 対 し 、 難 燃 処 理 さ れ た 木 質 部 材 を 耐 火 被  
覆 材 と し て 被 覆 固 定 し た も の で あ る 。 固 定 手 段 と し て ボ ル ト 、 ビ ス 、 接 着 剤 等 を 使 用 し て  
お り 、 ボ ル ト は 鉄 骨 部 材 に 接 触 し な い よ う に さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ は 、 鋼 材 か ら  
な る 軸 状 の 芯 部 材 と 、 芯 部 材 の 周 囲 に 接 着 剤 を 介 在 さ せ て 接 着 被 覆 し た 木 製 部 材 と を 具 備  
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 鉄 骨 複 合 部 材 は 、 本 特 許 出 願 人 が 提 案 し た も の で あ る 。 こ の  
特 許 文 献 ３ の 鉄 骨 複 合 部 材 は 、 上 下 フ ラ ン ジ と ウ ェ ブ を 有 す る 鉄 骨 部 材 と 、 ウ ェ ブ か ら 間  
隔 を あ け た 位 置 に お い て 上 下 フ ラ ン ジ の 間 を 塞 ぐ よ う に 上 下 フ ラ ン ジ の 間 に 挿 入 配 置 さ れ  
た 木 質 部 材 と を 備 え る 複 合 部 材 で あ っ て 、 フ ラ ン ジ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 、 ま た は 、 フ ラ ン  
ジ の 縁 か ら 突 出 す る 態 様 で フ ラ ン ジ に 接 合 し た プ レ ー ト に 設 け ら れ た 貫 通 孔 か ら 木 質 部 材  
に 先 端 側 が ね じ 込 み 挿 入 配 置 さ れ 、 鉄 骨 部 材 と 木 質 部 材 と を 一 体 的 に 固 定 す る た め の 連 結  
部 材 を さ ら に 備 え て い る 。 連 結 部 材 は 先 端 が 尖 っ て 先 端 側 の 周 面 に ね じ 溝 が 形 成 さ れ た 棒  
状 体 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 許 第 ４ ３ ９ ５ ０ ３ ９ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ０ ７ ６ ６ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ７ ８ ４ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 の 特 許 文 献 ３ の 鉄 骨 複 合 部 材 を 梁 と し て 使 用 す る 場 合 、 設 置 さ れ る 空 間  
や 条 件 な ど に よ り 、 意 匠 上 梁 幅 が 小 さ い も の が 求 め ら れ る こ と が あ る 。 梁 幅 を 小 さ く す る  
た め に は 、 フ ラ ン ジ 幅 を 小 さ く す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 上 記 の 特 許 文 献 ３ の 鉄 骨 複 合 部  
材 で は 、 フ ラ ン ジ の 縁 か ら 突 出 す る 態 様 で フ ラ ン ジ に 接 合 し た プ レ ー ト と 上 下 フ ラ ン ジ 間  
の 木 質 部 材 と を 接 合 す る た め 、 フ ラ ン ジ 幅 を 小 さ く し て も 梁 幅 を 小 さ く す る こ と が 難 し い  
と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の た め 、 梁 幅 を 小 さ く す る こ と が で き る 構 造 が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 梁 幅 を 小 さ く す る こ と が で き る 木 鋼 ハ  
イ ブ リ ッ ト 部 材 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 は  
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、 鉄 骨 部 材 と 、 こ の 鉄 骨 部 材 の 両 外 側 に 設 け ら れ た 木 質 部 材 と 、 鉄 骨 部 材 と 木 質 部 材 を 固  
定 す る た め の 固 定 部 材 を 備 え る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 で あ っ て 、 固 定 部 材 は 、 頭 部 と ね じ  
部 を 有 す る 棒 状 体 で あ り 、 頭 部 は 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 は 鉄 骨 部 材 を  
貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね じ 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 は 、 上 述 し た 発 明 に お い て 、 鉄 骨 部 材 の  
他 方 の 外 側 と 木 質 部 材 と の 間 に 設 け ら れ る と と も に 、 固 定 部 材 の ね じ 部 が 挿 通 す る 座 金 を  
有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 は 、 上 述 し た 発 明 に お い て 、 頭 部 が 鉄 骨  
部 材 の 一 方 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 が 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 対 向  
す る 木 質 部 材 に ね じ 込 ま れ て い る 固 定 部 材 と 、 頭 部 が 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 配 置 さ れ 、  
ね じ 部 が 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね じ 込 ま れ て い  
る 固 定 部 材 が 、 鉄 骨 部 材 の 延 在 方 向 に 互 い 違 い に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 は 、 上 述 し た 発 明 に お い て 、 鉄 骨 部 材 は  
ウ ェ ブ と 上 下 フ ラ ン ジ を 有 す る Ｈ 形 鋼 で あ り 、 木 質 部 材 は ウ ェ ブ の 一 方 の 外 側 に 沿 っ た 面  
と 、 上 フ ラ ン ジ の 一 方 と 下 フ ラ ン ジ の 一 方 を 挿 入 す る た め の 溝 を 有 す る 矩 形 断 面 の 第 一 木  
質 部 材 と 、 ウ ェ ブ の 他 方 の 外 側 に 沿 っ た 面 と 、 上 フ ラ ン ジ の 他 方 と 下 フ ラ ン ジ の 他 方 を 挿  
入 す る た め の 溝 を 有 す る 矩 形 断 面 の 第 二 木 質 部 材 か ら な り 、 第 一 木 質 部 材 と 第 二 木 質 部 材  
は 上 フ ラ ン ジ の 上 方 お よ び 下 フ ラ ン ジ の 下 方 で 密 着 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 製 造 方 法 は 、 上 述 し た 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部  
材 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 木 質 部 材 を 配 置 し た 後 、 鉄 骨 部 材 の  
他 方 の 外 側 か ら 固 定 部 材 を 鉄 骨 部 材 の 貫 通 穴 に 挿 入 し 、 木 質 部 材 に ね じ 込 む こ と を 特 徴 と  
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 に よ れ ば 、 鉄 骨 部 材 と 、 こ の 鉄 骨 部 材 の 両 外 側 に 設  
け ら れ た 木 質 部 材 と 、 鉄 骨 部 材 と 木 質 部 材 を 固 定 す る た め の 固 定 部 材 を 備 え る 木 鋼 ハ イ ブ  
リ ッ ト 部 材 で あ っ て 、 固 定 部 材 は 、 頭 部 と ね じ 部 を 有 す る 棒 状 体 で あ り 、 頭 部 は 鉄 骨 部 材  
の 一 方 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 は 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 対 向 す る  
木 質 部 材 に ね じ 込 ま れ て い る の で 、 全 体 の 部 材 幅 を 小 さ く す る こ と が で き る と い う 効 果 を  
奏 す る 。 こ の た め 、 梁 と し て 使 用 し た 場 合 に 梁 幅 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な り 、 意 匠 性  
を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 固 定 部 材 と し て 例 え ば ラ グ ス ク リ ュ ー な ど を 使 っ て 鉄 骨  
部 材 と 木 質 部 材 と を 効 率 よ く 一 体 化 す る こ と に よ り 、 剛 性 と 耐 力 を 向 上 し た 安 価 な 木 鋼 ハ  
イ ブ リ ッ ト 部 材 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 施 工 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 に よ れ ば 、 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 と 木 質  
部 材 と の 間 に 設 け ら れ る と と も に 、 固 定 部 材 の ね じ 部 が 挿 通 す る 座 金 を 有 す る の で 、 鉄 骨  
部 材 と 木 質 部 材 の 施 工 誤 差 を 吸 収 し 、 施 工 性 を よ り 一 層 向 上 す る こ と が で き る と い う 効 果  
を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 に よ れ ば 、 頭 部 が 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側  
に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 が 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね  
じ 込 ま れ て い る 固 定 部 材 と 、 頭 部 が 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 が 鉄 骨 部 材  
を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね じ 込 ま れ て い る 固 定 部 材 が 、 鉄  
骨 部 材 の 延 在 方 向 に 互 い 違 い に 配 置 さ れ て い る の で 、 鉄 骨 部 材 と そ の 両 外 側 の 木 質 部 材 と  
を 効 率 よ く 一 体 化 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 に よ れ ば 、 鉄 骨 部 材 は ウ ェ ブ と 上 下 フ ラ  
ン ジ を 有 す る Ｈ 形 鋼 で あ り 、 木 質 部 材 は ウ ェ ブ の 一 方 の 外 側 に 沿 っ た 面 と 、 上 フ ラ ン ジ の  
一 方 と 下 フ ラ ン ジ の 一 方 を 挿 入 す る た め の 溝 を 有 す る 矩 形 断 面 の 第 一 木 質 部 材 と 、 ウ ェ ブ  
の 他 方 の 外 側 に 沿 っ た 面 と 、 上 フ ラ ン ジ の 他 方 と 下 フ ラ ン ジ の 他 方 を 挿 入 す る た め の 溝 を  
有 す る 矩 形 断 面 の 第 二 木 質 部 材 か ら な り 、 第 一 木 質 部 材 と 第 二 木 質 部 材 は 上 フ ラ ン ジ の 上  
方 お よ び 下 フ ラ ン ジ の 下 方 で 密 着 し て い る の で 、 意 匠 性 、 施 工 性 、 剛 性 お よ び 耐 力 に 優 れ  
た 安 価 な 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 を 得 る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 上 述 し た 木 鋼 ハ イ ブ リ  
ッ ト 部 材 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 木 質 部 材 を 配 置 し た 後 、 鉄 骨  
部 材 の 他 方 の 外 側 か ら 固 定 部 材 を 鉄 骨 部 材 の 貫 通 穴 に 挿 入 し 、 木 質 部 材 に ね じ 込 む の で 、  
全 体 の 部 材 幅 を 小 さ く す る こ と が 可 能 な 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 を 容 易 に 製 造 す る こ と が で  
き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 実 施 の 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、  
（ １ ） は 図 ２ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 、 （ ２ ） は 図 ２ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ １  
） は 側 面 図 、 （ ２ ） は （ １ ） の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ  
り 、 （ １ ） は 埋 め 木 が な い 断 面 図 、 （ ２ ） は 埋 め 木 が あ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 を 示 す 要 部  
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 を 梁 と し て 使 用 し た 場 合 の 継 手 部 の  
概 略 図 で あ り 、 （ １ ） は 上 断 面 図 、 （ ２ ） は 側 断 面 図 、 （ ３ ） は 変 形 例 の 上 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 試 験 体 の う ち 鉄 骨 部 材 と 、 温 度 測 定 位 置 を 示 す 図 で あ り 、 （ １ ） は 側 面  
図 、 （ ２ ） は （ １ ） の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 っ た 断 面 図 、 （ ３ ） は （ １ ） の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面  
図 、 （ ４ ） は （ １ ） の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 、 （ ５ ） は （ １ ） の Ｄ － Ｄ 線 に 沿 っ た 断 面  
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 耐 火 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 お よ び そ の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 に つ い て  
、 梁 に 適 用 す る 場 合 を 例 に と り 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に  
よ り こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 ）
　 ま ず 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ （ １ ） お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ は  
、 略 水 平 方 向 に 延 び る 鉄 骨 部 材 １ ２ と 、 こ の 鉄 骨 部 材 １ ２ の 左 右 両 外 側 に 設 け ら れ た 木 質  
部 材 １ ４ と 、 鉄 骨 部 材 １ ２ と 木 質 部 材 １ ４ を 固 定 す る た め の ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ （ 固 定 部  
材 ） を 備 え る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ に よ る 梁 の 断 面 寸 法 と し て  
、 例 え ば 梁 成 ３ ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 、 梁 幅 １ ５ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 を 想 定 し て い る が  
、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 鉄 骨 部 材 １ ２ は 、 ウ ェ ブ １ ８ 、 上 フ ラ ン ジ ２ ０ 、 下 フ ラ ン ジ ２ ２ を 有 す る Ｈ 形 鋼 で あ る  
。 こ の 鉄 骨 部 材 １ ２ は 、 梁 幅 Ｂ を 小 さ く す る た め に 、 鋼 板 を 溶 接 し て H 形 に し た H 形 鋼 （ ビ  
ル ト Ｈ ） を 想 定 し て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な い 。 ま た 、 フ ラ ン ジ 幅 １ ５ ０  
ｍ ｍ 程 度 、 フ ラ ン ジ 厚 さ １ ９ ｍ ｍ 程 度 以 上 、 ウ ェ ブ 厚 さ １ ２ ｍ ｍ 程 度 以 上 を 想 定 し て い る  
が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な い 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 木 質 部 材 １ ４ は 、 ウ ェ ブ １ ８ の 外 側 に 沿 っ た 面 と 、 上 フ ラ ン ジ ２ ０ の 一 方 側 と 下 フ ラ ン  
ジ ２ ２ の 一 方 側 を 挿 入 す る た め の 溝 ２ ４ を 有 す る 縦 長 矩 形 断 面 の 集 成 材 で あ る 。 こ の 集 成  
材 の 材 質 に は 、 １ 時 間 耐 火 性 能 を 持 つ 木 鋼 梁 の 樹 種 と し て ヒ バ を 想 定 し て い る が 、 本 発 明  
は こ れ に 限 る も の で は な く 例 え ば カ ラ マ ツ を 用 い て も よ い 。 左 右 の 木 質 部 材 １ ４ （ 第 一 木  
質 部 材 、 第 二 木 質 部 材 ） は 下 フ ラ ン ジ ２ ２ の 下 方 の 面 ２ ６ で 互 い に 密 着 し て い る 。 密 着 面  
２ ６ に は 接 着 剤 が 塗 布 し て あ る 。 左 右 の 木 質 部 材 １ ４ の 上 端 面 ２ ８ は 、 上 フ ラ ン ジ ２ ０ の  
上 面 と 面 一 に し て あ る 。 な お 、 鉄 骨 部 材 １ ２ と 木 質 部 材 １ ４ の 施 工 誤 差 を 吸 収 す る た め に  
、 鉄 骨 部 材 １ ２ と 木 質 部 材 １ ４ は 密 着 さ せ ず 、 間 に 薄 い 空 気 の 層 ３ ０ を 設 け て い る 。 本 実  
施 の 形 態 で は 、 施 工 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 層 ３ ０ の 層 厚 と し て ３ ． ５ ｍ ｍ 程 度 を 想 定 し  
て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ は 、 板 状 の 頭 部 ３ ２ と 軸 状 の ね じ 部 ３ ４ を 有 す る 金 属 製 の 棒 状 体 で  
あ る 。 ね じ 部 ３ ４ は 先 端 が 尖 っ て お り 、 外 周 面 に は ね じ 山 が 設 け ら れ て い る 。 こ の ラ グ ス  
ク リ ュ ー １ ６ は 、 同 一 断 面 内 で ウ ェ ブ １ ８ の 上 側 と 下 側 に 設 け た 貫 通 穴 ３ ６ か ら 木 質 部 材  
１ ４ に ね じ 込 ま れ て い る 。 図 １ （ １ ） の 例 で は 、 頭 部 ３ ２ は ウ ェ ブ １ ８ の 右 側 に 配 置 さ れ  
、 ね じ 部 ３ ４ は ウ ェ ブ １ ８ の 貫 通 穴 ３ ６ を 通 り 、 左 側 の 木 質 部 材 １ ４ に ね じ 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 鉄 骨 部 材 １ ２ の 延 在 方 向 Ｘ に 所 定 の  
間 隔 で 複 数 配 置 さ れ る と と も に 、 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ の ね じ 込 ま れ る 向 き が 鉄 骨 部 材 １ ２  
の 延 在 方 向 Ｘ に 互 い 違 い に な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 鉄 骨 部 材  
１ ２ と 左 右 両 側 の 木 質 部 材 １ ４ と を 効 率 よ く 一 体 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ウ ェ ブ １ ８ の 左 側 と 木 質 部 材 １ ４ と の 間 に は 、 プ レ ー ト か ら な る 座 金 ３ ８ が 設 け ら れ て  
お り 、 座 金 ３ ８ に は ね じ 部 ３ ４ が 挿 通 し て い る 。 鉄 骨 部 材 １ ２ と 木 質 部 材 １ ４ は 座 金 ３ ８  
を 介 し て 接 続 し て お り 、 鉄 骨 部 材 １ ２ と 木 質 部 材 １ ４ の 施 工 誤 差 は 、 座 金 ３ ８ 部 分 の 木 質  
部 材 １ ４ を 削 る こ と で 吸 収 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 施 工 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 右 側 の 木 質 部 材 １ ４ に は 、 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ を ウ ェ ブ １ ８ に 取 り 付 け る た め の 取 付 穴  
４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 取 付 穴 ４ ０ は 、 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ の 締 め 付 け 後 に 埋 め 木 ４  
２ で 塞 が れ る 。 埋 め 木 ４ ２ は 、 木 質 部 材 １ ４ と 同 じ 集 成 材 か ら と り 木 目 を 合 わ せ る こ と で  
意 匠 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 埋 め 木 ４ ２ の 長 さ は 、 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ の 頭 部 ３ ２ の  
端 面 か ら 木 質 部 材 １ ４ の 表 面 ま で の 長 さ と し 、 こ れ に よ っ て 耐 火 性 能 を 高 め る こ と が 望 ま  
し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 図 １ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 ウ ェ ブ １ ８ の 中 央 と 左 右 の 木 質 部 材 １ ４ に 対 し て 左 右  
方 向 に 取 付 穴 ４ ４ を 設 け 、 こ の 取 付 穴 ４ ４ に ド リ フ ト ピ ン ４ ６ を 通 し て 左 右 の 木 質 部 材 １  
４ 間 を 接 続 し て も よ い 。 取 付 穴 ４ ４ の 口 は 埋 め 木 ４ ８ で 塞 い で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 梁 幅 Ｂ を 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 意 匠 性  
の 自 由 度 が 高 ま り 、 意 匠 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 鉄 骨 部 材 １ ２ に 設 け る 貫 通 穴  
３ ６ の 数 を 最 小 限 と し 、 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ で 直 接 接 合 す る こ と で 鉄 骨 部 材 １ ２ と 木 質 部  
材 １ ４ と を 効 率 よ く 一 体 化 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 剛 性 と 耐 力 を 向 上 し た 安 価 な  
木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 施 工 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。  
さ ら に 、 木 質 部 材 １ ４ を 耐 火 被 覆 材 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 左 右 の 木 質 部 材 １ ４ が 互 い 違 い に ウ ェ ブ １ ８ に 固 定  
さ れ る た め 、 左 右 の 木 質 部 材 １ ４ に ラ グ ス ク リ ュ ー 用 の 取 付 穴 ４ ０ が 必 要 と な る 。 取 り 付  
け 順 序 を 工 夫 す れ ば 、 片 側 の 木 質 部 材 １ ４ の み に 取 付 穴 ４ ０ を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 こ の 木 鋼 ハ イ ブ  
リ ッ ト 部 材 １ ０ Ａ に お い て は 、 右 側 の 木 質 部 材 １ ４ の み に 取 付 穴 ４ ０ を 設 け て お り 、 左 側  
の 木 質 部 材 １ ４ に は 取 付 穴 ４ ０ を 設 け て い な い 。 こ の よ う に す れ ば 、 意 匠 性 が さ ら に 向 上  
す る と と も に 、 施 工 コ ス ト を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 図 ３ の 例 で は 、 左 右 の 木  
質 部 材 １ ４ は 上 フ ラ ン ジ ２ ０ の 上 方 の 面 ５ ０ で 密 着 し て い る 。 密 着 面 ５ ０ に は 接 着 剤 が 塗  
布 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 製 造 方 法 ）
　 次 に 、 こ の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ Ａ の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ （ １ ） に 示 す よ う に 、 ま ず 、 木 質 部 材 １ ４ を フ ラ ン ジ 用 の 溝 ２ ４ が 上 に な る よ う に  
し て 作 業 台 に 設 置 す る 。 次 に 、 こ の 木 質 部 材 １ ４ の 上 に 図 示 し な い 座 金 ３ ８ を 介 し て 鉄 骨  
部 材 １ ２ を 配 置 し た 後 、 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ を ね じ 込 ん で 締 め 付 け る 。 な お 、 木 質 部 材 １  
４ に は 予 め ラ グ ス ク リ ュ ー 挿 入 用 の 下 穴 を 設 け て お き 、 ね じ 込 み 時 に ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６  
が 曲 が ら な い よ う に 配 慮 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 図 ４ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 こ の 木 質 部 材 １ ４ の 上 下 面 ２ ６ 、 ５ ０ に 接 着 剤 を 塗  
布 し た 後 、 鉄 骨 部 材 １ ２ の 上 に 、 も う 片 方 の 木 質 部 材 １ ４ を 配 置 す る 。 次 に 、 図 ４ （ ３ ）  
に 示 す よ う に 、 こ の 木 質 部 材 １ ４ の 上 か ら プ レ ス を か け て 所 定 時 間 養 生 す る 。 最 後 に 、 図  
４ （ ４ ） に 示 す よ う に 、 解 圧 し た 後 、 こ の 木 質 部 材 １ ４ の 取 付 穴 ４ ０ か ら ラ グ ス ク リ ュ ー  
１ ６ を 締 め 付 け る 。 そ の 後 、 取 付 穴 ４ ０ を 埋 め 木 ４ ２ で 塞 ぐ 。 こ の よ う に す れ ば 、 梁 幅 を  
小 さ く す る こ と が 可 能 な 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ Ａ を 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。 ま  
た 、 取 付 穴 ４ ０ が 片 側 の 木 質 部 材 １ ４ の み に 設 け ら れ る の で 、 意 匠 性 に 優 れ る と と も に 低  
コ ス ト で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 継 手 部 の 構 造 ）
　 次 に 、 こ の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ Ａ を 梁 と し て 使 用 す る 場 合 の 継 手 部 の 構 造 例 に つ  
い て 説 明 す る 。
　 図 ５ （ １ ） 、 （ ２ ） は 、 こ の 継 手 部 ７ ０ の 上 側 部 分 を 示 し た も の で あ る 。 こ の 図 に 示 す  
よ う に 、 継 手 部 ７ ０ は 、 鉄 骨 部 材 １ ２ の ウ ェ ブ １ ８ の 端 部 を 突 き 合 わ せ 配 置 し 、 ウ ェ ブ １  
８ の 両 外 側 に プ レ ー ト ７ ２ を 配 置 し て こ れ ら を 貫 通 す る ボ ル ト ７ ４ で 互 い を 締 結 し た 構 造  
で あ る 。 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ Ａ の 小 口 面 ５ ２ に は 、 強 化 石 膏 ボ ー ド ５ ４ が 設 置 さ れ  
る 。 ま た 、 継 手 部 ７ ０ の 鉄 骨 部 材 １ ２ の 表 面 に は 、 耐 火 シ ー ト ５ ６ が 設 け ら れ る 。 ま た 、  
強 化 石 膏 ボ ー ド ５ ６ の 外 側 に は 木 質 の 下 地 材 ５ ８ が 配 置 さ れ 、 ウ ェ ブ １ ８ の 側 方 に は 、 こ  
れ を 覆 う 木 質 部 材 ６ ０ が 設 置 さ れ る 。 ま た 、 上 フ ラ ン ジ ２ ０ の 上 方 に は 、 こ れ を 覆 う 木 質  
部 材 ６ ２ が 設 置 さ れ る 。 継 手 部 ７ ０ の 下 側 部 分 に つ い て も 同 様 に 構 成 す る 。 こ の よ う に す  
れ ば 、 継 手 部 ７ ０ に つ い て 、 所 定 の 耐 火 性 能 （ 例 え ば １ 時 間 耐 火 性 能 ） を 確 保 す る こ と が  
可 能 で あ る 。 な お 、 強 化 石 膏 ボ ー ド ５ ４ は 例 え ば 厚 さ ２ １ ｍ ｍ 程 度 、 耐 火 シ ー ト ５ ６ は 例  
え ば 厚 さ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 、 木 質 部 材 ６ ０ は 例 え ば 厚 さ ６ ０ ｍ ｍ 程 度 、 木 質 部 材 ６ ２ は 例 え  
ば 厚 さ ４ ０ ｍ ｍ 程 度 を 想 定 し て い る が 、 こ れ に 限 る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 図 ５ （ １ ） 、 （ ２ ） の 例 に お い て 、 強 化 石 膏 ボ ー ド ５ ６ は 、 ２ 枚 用 い て も よ い し  
、 省 略 し て も よ い 。 ま た 、 耐 火 シ ー ト ５ ６ の 代 わ り に セ ラ タ イ カ （ 登 録 商 標 ） な ど の 湿 式  
の セ ラ ミ ッ ク 系 耐 火 被 覆 材 や 耐 火 塗 料 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 継 手 部 ７ ０ に つ い て は 、 図 ５ （ ３ ） に 示 す よ う な 構 造 で あ っ て も よ い 。 す な わ ち  
、 ウ ェ ブ １ ８ の 側 方 の 木 質 部 材 ６ ０ と 、 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ Ａ の 木 質 部 材 １ ４ の 取  
り 合 い 部 の 目 地 ７ ６ は 、 例 え ば Ｚ 字 状 な ど の 鍵 状 に 形 成 す る 。 こ の よ う に し て も 、 継 手 部  
に つ い て 所 定 の 耐 火 性 能 を 確 保 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 耐 火 性 能 の 検 証 ）
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　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の 耐 火 性 能 を 検 証 す る た め に 行 っ た 試 験 お よ び 結 果 の 一 例 に つ い て  
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 試 験 は 、 図 ３ の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 １ ０ Ａ の 試 験 体 （ 実 施 例 ） に つ い て 耐 火 性 能 （  
１ 時 間 耐 火 性 能 ） を 調 べ た も の で あ る 。 試 験 体 の 寸 法 は 、 高 さ ８ １ ７ ｍ ｍ 、 幅 ３ １ ７ 、 長  
さ ５ ５ ０ ０ ｍ ｍ と し た 。 図 ６ に 、 試 験 体 に 用 い た 鉄 骨 部 材 １ ２ の 形 状 ・ 寸 法 お よ び 温 度 測  
定 位 置 を 示 す 。 図 中 の 数 字 （ １ ～ ３ ０ ） は 鋼 材 温 度 測 定 位 置 で あ る 。 な お 、 こ の 図 に は 、  
試 験 体 に 備 わ る 木 質 部 材 １ ４ に つ い て は 図 示 を 省 略 し て い る が 、 試 験 体 全 体 の 概 略 図 は 図  
３ に 相 似 す る 。 鉄 骨 部 材 １ ２ は 、 Ｂ Ｈ － ６ ５ ０ × １ ５ ０ × １ ２ × １ ９ ｍ ｍ を 用 い た 。 し た  
が っ て ウ ェ ブ １ ８ の 厚 さ は １ ２ ｍ ｍ 、 フ ラ ン ジ ２ ０ 、 ２ ２ の 厚 さ は １ ９ ｍ ｍ で あ る 。 木 質  
部 材 １ ４ 、 埋 め 木 ４ ２ に は 、 ヒ バ 集 成 材 を 用 い た 。 木 質 部 材 １ ４ の 鉄 骨 部 材 １ ２ の フ ラ ン  
ジ 端 部 か ら の 厚 さ と 、 フ ラ ン ジ 外 面 か ら の 高 さ を そ れ ぞ れ ８ ０ ｍ ｍ と し た 。 木 質 部 材 １ ４  
の 出 隅 部 は １ ０ ｍ ｍ の 面 取 り を 行 っ た 。 ラ グ ス ク リ ュ ー １ ６ に は 、 Ｍ １ ２ × Ｌ ７ ５ ｍ ｍ を  
用 い た 。 ラ グ ス ク リ ュ ー は 、 フ ラ ン ジ 外 端 面 か ら ６ ９ ｍ ｍ の 位 置 の 貫 通 穴 に 取 り 付 け た 。  
ラ グ ス ク リ ュ ー 用 の 下 穴 の 径 を φ １ ２ ． ５ ｍ ｍ と し た 。 座 金 ３ ８ に は 、 Ｐ Ｌ － ６ × ４ ０ ×  
４ ０ ｍ ｍ を 用 い た 。 空 気 層 ３ ０ の 厚 さ を ３ ． ５ ｍ ｍ と し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 試 験 体 を 炉 内 に 設 置 し て 、 一 般 財 団 法 人 建 材 試 験 セ ン タ ー が 定 め た 「 防 耐 火 性 能 試 験 ・  
評 価 業 務 方 法 書 」 に 基 づ い て ６ ０ 分 間 加 熱 し て 耐 火 性 能 試 験 を 行 い 、 鋼 材 温 度 を 測 定 す る  
と と も に 、 加 熱 後 の 経 過 を 観 察 し た 。 図 ７ （ １ ） ～ （ ４ ） に 、 鋼 材 温 度 の 測 定 結 果 を 示 す  
。 こ の よ う に 、 本 実 施 例 の 試 験 体 は 、 １ 時 間 耐 火 性 能 を 満 足 す る こ と が わ か る 。 ま た 、 試  
験 開 始 １ ３ ２ ０ 分 経 過 時 の 炉 内 観 察 に よ れ ば 、 試 験 体 表 面 の 発 炎 、 赤 熱 お よ び 残 煙 は 認 め  
ら れ ず 、 燃 え 止 ま っ て い る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 に よ れ ば 、 鉄 骨 部 材 と 、 こ の  
鉄 骨 部 材 の 両 外 側 に 設 け ら れ た 木 質 部 材 と 、 鉄 骨 部 材 と 木 質 部 材 を 固 定 す る た め の 固 定 部  
材 を 備 え る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 で あ っ て 、 固 定 部 材 は 、 頭 部 と ね じ 部 を 有 す る 棒 状 体 で  
あ り 、 頭 部 は 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 は 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の  
他 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね じ 込 ま れ て い る の で 、 全 体 の 部 材 幅 を 小 さ く す る こ と  
が で き る 。 こ の た め 、 梁 と し て 使 用 し た 場 合 に 梁 幅 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な り 、 意 匠  
性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 固 定 部 材 と し て 例 え ば ラ グ ス ク リ ュ ー な ど を 使 っ て 鉄  
骨 部 材 と 木 質 部 材 と を 効 率 よ く 一 体 化 す る こ と に よ り 、 剛 性 と 耐 力 を 向 上 し た 安 価 な 木 鋼  
ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 施 工 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 に よ れ ば 、 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 と 木 質  
部 材 と の 間 に 設 け ら れ る と と も に 、 固 定 部 材 の ね じ 部 が 挿 通 す る 座 金 を 有 す る の で 、 鉄 骨  
部 材 と 木 質 部 材 の 施 工 誤 差 を 吸 収 し 、 施 工 性 を よ り 一 層 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 に よ れ ば 、 頭 部 が 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側  
に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 が 鉄 骨 部 材 を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね  
じ 込 ま れ て い る 固 定 部 材 と 、 頭 部 が 鉄 骨 部 材 の 他 方 の 外 側 に 配 置 さ れ 、 ね じ 部 が 鉄 骨 部 材  
を 貫 通 し て 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 対 向 す る 木 質 部 材 に ね じ 込 ま れ て い る 固 定 部 材 が 、 鉄  
骨 部 材 の 延 在 方 向 に 互 い 違 い に 配 置 さ れ て い る の で 、 鉄 骨 部 材 と そ の 両 外 側 の 木 質 部 材 と  
を 効 率 よ く 一 体 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 に よ れ ば 、 鉄 骨 部 材 は ウ ェ ブ と 上 下 フ ラ  
ン ジ を 有 す る Ｈ 形 鋼 で あ り 、 木 質 部 材 は ウ ェ ブ の 一 方 の 外 側 に 沿 っ た 面 と 、 上 フ ラ ン ジ の  
一 方 と 下 フ ラ ン ジ の 一 方 を 挿 入 す る た め の 溝 を 有 す る 矩 形 断 面 の 第 一 木 質 部 材 と 、 ウ ェ ブ  
の 他 方 の 外 側 に 沿 っ た 面 と 、 上 フ ラ ン ジ の 他 方 と 下 フ ラ ン ジ の 他 方 を 挿 入 す る た め の 溝 を  
有 す る 矩 形 断 面 の 第 二 木 質 部 材 か ら な り 、 第 一 木 質 部 材 と 第 二 木 質 部 材 は 上 フ ラ ン ジ の 上  
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方 お よ び 下 フ ラ ン ジ の 下 方 で 密 着 し て い る の で 、 意 匠 性 、 施 工 性 、 剛 性 お よ び 耐 力 に 優 れ  
た 安 価 な 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 上 述 し た 木 鋼 ハ イ ブ リ  
ッ ト 部 材 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 鉄 骨 部 材 の 一 方 の 外 側 に 木 質 部 材 を 配 置 し た 後 、 鉄 骨  
部 材 の 他 方 の 外 側 か ら 固 定 部 材 を 鉄 骨 部 材 の 貫 通 穴 に 挿 入 し 、 木 質 部 材 に ね じ 込 む の で 、  
全 体 の 部 材 幅 を 小 さ く す る こ と が 可 能 な 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 を 容 易 に 製 造 す る こ と が で  
き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材 お よ び そ の 製 造 方 法 は 、 建 築 物 の 柱  
や 梁 な ど の 構 造 部 材 と し て 有 用 で あ り 、 特 に 、 梁 と し て 使 用 し た 場 合 に 梁 幅 を 小 さ く す る  
の に 適 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ ０ ， １ ０ Ａ   木 鋼 ハ イ ブ リ ッ ト 部 材
　 １ ２   鉄 骨 部 材
　 １ ４   木 質 部 材
　 １ ６   ラ グ ス ク リ ュ ー （ 固 定 部 材 ）
　 １ ８   ウ ェ ブ
　 ２ ０   上 フ ラ ン ジ
　 ２ ２   下 フ ラ ン ジ
　 ２ ４   溝
　 ２ ６ ， ５ ０   面
　 ２ ８   上 端 面
　 ３ ０   層
　 ３ ２   頭 部
　 ３ ４   ね じ 部
　 ３ ６   貫 通 穴
　 ３ ８   座 金
　 ４ ０   取 付 穴
　 ４ ２ ， ４ ８   埋 め 木
　 ４ ４   取 付 穴
　 ４ ６   ド リ フ ト ピ ン
　 Ｂ   梁 幅
　 Ｘ   延 在 方 向
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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